
 

 随意契約を締結する際の基本的な事務の流れは下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務委託起案書の起案・決裁  ※２ 

委託業務の業務内容・仕様書の検討 

２者以上からの 

見積書の徴取 

相手方から 

見積書の徴取 ※３ 

見積合わせ     プロポーザル・コンペ       プロポーザル・コンペ         １者(特命)随契 

入札参加資格等審査委員会への付議 

プロポーザルの実施、業者選定 

(予定価格100万円以下) (予定価格100万円超) 

公募の場合   指名の場合 

契約方法の検討(入札実施の検討、随意契約の適用の可否の検討・判断) 

(随意契約ガイドラインを参照 ※１) 

契約締結 

支出負担行為伺書の起案・決裁 

契約相手方の決定 

 随意契約締結結果のホームページでの公表 

監督・検査、契約代金の支払い 

 

(業務履行開始) 

(受託者が業務を履行し完了) 


